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令
和
7
年
9
月
17
日
（
水
）、「
防
衛
産
業
戦

略
の
行
方
と
課
題
」
を
テ
ー
マ
に
、
令
和
7
年

度
安
全
保
障
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を　

開
催
し
ま
し

た
。
ま
ず
、
鋤
先
幸
浩
南
関
東
防
衛
局
長
（
前

経
済
産
業
省
大
臣
官
房
審
議
官
）
に
「
防
衛
産

業
を
巡
る
諸
課
題
」
と
題
し
て
基
調
講
演
を
実

施
し
て
い
た
だ
い
た
後
、
パ
ネ
リ
ス
ト
に
松
川

る
い
参
議
院
議
員
、岩
田
清
文
元
陸
上
幕
僚
長
、

土
本
英
樹
元
防
衛
装
備
庁
長
官
、
野
澤
真
元
中

部
方
面
総
監
の
4
名
を
お
迎
え
し
、
湯
浅
悟
郎

元
陸
上
幕
僚
長
（
陸
修
偕
行
社
安
全
保
障
委
員

会
委
員
長
）
を
モ
デ
レ
ー
タ
ー
と
し
て
パ
ネ
ル

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
、
当
初
、

各
パ
ネ
リ
ス
ト
が
そ
れ
ぞ
れ
の
経
験
や
見
識
に

基
づ
く
報
告
を
実
施
し
た
後
、「
防
衛
産
業
戦

略
の
必
要
性
」「
防
衛
産
業
強
化
の
た
め
の
課

題
」「
防
衛
装
備
移
転
推
進
の
た
め
の
課
題
」「
サ

プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
上
の
課
題
」
の
4
つ
の
論
点

を
中
心
に
討
議
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

一
つ
目
の
「
防
衛
産
業
戦
略
の
必
要
性
」
に

つ
い
て
は
、関
係
者
間
で
共
通
の
認
識
が
持
て
、

長
期
的
な
視
点
が
得
ら
れ
る
こ
と
、
国
家
と
し

て
企
業
へ
の
意
思
表
示
と
な
る
こ
と
、
同
盟
国

等
と
の
信
頼
向
上
や
有
事
に
お
け
る
冗
長
性
に

つ
な
が
る
こ
と
な
ど
か
ら
、
不
可
欠
で
あ
る
と

の
見
解
が
示
さ
れ
ま
し
た
。

　

二
つ
目
の「
防
衛
産
業
強
化
の
た
め
の
課
題
」

に
つ
い
て
は
、
防
衛
産
業
に
対
す
る
長
期
予
見

性
付
与
（
及
び
そ
の
補
完
策
）
の
必
要
性
、
防

衛
装
備
移
転
に
お
け
る
い
わ
ゆ
る
「
5
類
型
」

見
直
し
の
必
要
性
な
ど
が
論
じ
ら
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
防
衛
産
業
の
統
合
・
再
編
に
つ
い
て
は
、

競
争
力
の
向
上
の
た
め
に
は
統
合
・
再
編
も
あ

り
得
る
と
の
意
見
が
示
さ
れ
る
一
方
、
そ
れ
ぞ

れ
の
企
業
や
事
業
分
野
の
特
性
を
踏
ま
え
、
慎

重
に
判
断
す
べ
き
と
の
意
見
も
出
さ
れ
ま
し

た
。

　

三
つ
目
の
「
防
衛
装
備
移
転
促
進
の
た
め
の

課
題
」
に
つ
い
て
は
、
い
わ
ゆ
る
「
5
類
型
」

の
見
直
し
、「
防
衛
産
業
戦
略
」
の
早
期
策
定
、

同
戦
略
実
施
の
司
令
塔
と
な
る
組
織
の
設
置
、

政
府
間
取
引
制
度
（
日
本
版
F
M
S
）
の
導

入
な
ど
の
必
要
性
が
論
じ
ら
れ
ま
し
た
が
、
全

体
と
し
て
国
と
し
て
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
の
発

揮
が
不
可
欠
と
の
認
識
が
共
有
さ
れ
ま
し
た
。

　

四
つ
目
の「
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
上
の
課
題
」

に
つ
い
て
は
、
特
定
国
へ
の
依
存
等
、
国
際
的

な
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
上
の
リ
ス
ク
排
除
の
観

点
か
ら
、
部
品
、
材
料
等
調
達
に
お
け
る
透
明

性
や
安
全
性
の
確
保
、
情
報
管
理
・
保
全
の
必

要
性
が
訴
え
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
サ
プ
ラ
イ

チ
ェ
ー
ン
強
化
の
観
点
か
ら
は
、
国
家
等
間
連

携
の
枠
組
み
（
例
え
ば
N
A
T
O
と
の
連
携
）

が
実
現
で
き
れ
ば
有
意
義
と
の
見
解
も
示
さ
れ

ま
し
た
。

　

周
到
な
準
備
に
基
づ
き
つ
つ
も
臨
機
応
変
な

湯
浅
モ
デ
レ
ー
タ
ー
の
司
会
に
よ
り
、
時
お
り

笑
い
が
会
場
を
包
む
和
や
か
な
雰
囲
気
の
中
、

非
常
に
活
発
か
つ
率
直
な
意
見
交
換
が
行
わ

れ
、
極
め
て
有
意
義
な
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
と
な
り

ま
し
た
。

　

会
場
の
グ
ラ
ン
ド
ヒ
ル
市
ヶ
谷
に
は
、
安
達

悠
司
参
議
院
議
員
、
末
永
政
則
防
衛
部
長
や
装

備
計
画
部
の
課
長
等
、
陸
幕
の
自
衛
官
、
賛
助

会
員
や
防
衛
産
業
の
関
係
者
な
ど
を
含
む
約
1

2 

0
名
が
集
ま
り
、議
論
に
聞
き
入
り
ま
し
た
。

　

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
終
了
後
の
意
見
交
換
会
に
も

陸
幕
の
部
長
・
官
、
課
長
等
13
名
が
参
加
し
、

普
通
及
び
賛
助
会
員
と
の
活
発
な
意
見
交
換
を

通
じ
て
相
互
理
解
の
促
進
を
図
る
と
と
も
に
、

相
互
の
親
睦
を
深
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

今
回
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
通
じ
、
陸
修
偕
行

社
と
し
て
「
防
衛
産
業
戦
略
の
行
方
と
課
題
」

に
つ
い
て
関
係
者
間
で
問
題
認
識
を
共
有
す
る

有
意
義
な
機
会
を
提
供
す
る
こ
と
が
で
き
た
も

の
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

11
月
17
日
（
月
）
に
は
今
年
度
2
回
目
の
安

全
保
障
講
座
と
し
て
、
陸
上
幕
僚
監
部
装
備
計

画
部
長
池
田
孝
一
陸
将
補
を
お
迎
え
し
、「
最

近
の
陸
上
自
衛
隊
の
後
方
支
援
に
係
る
取
組

（
仮
）」
に
つ
い
て
ご
講
演
を
い
た
だ
き
ま
す
。

こ
ち
ら
に
つ
き
ま
し
て
も
Ｈ
Ｐ
に
て
ご
紹
介
し

ま
す
の
で
、
奮
っ
て
御
参
加
く
だ
さ
い
。

令
和
7
年
度

安
全
保
障
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

「
防
衛
産
業
戦
略
の
行
方
と
課
題
」の
紹
介

安
全
保
障
研
究
委
員
会




